
２０１５年（平成２７年）6月１（月）

　

日/（曜日）

　

　

第15期　第9回総会議題結果報告（平成2７年5月25日開催）

農業者年金研修会

第10回農業委員総会

議案第21号 2件 可

26日
（金）

基盤強化促進法に基づく
利用権設定について

農
業
委
員
会
だ
よ
り

（32号）

第10回執行部会

内　　　容

編集・発行　大宜味村農業委員会

10日
(水）

大
宜
味
村

平成27年 6月 1日（ 月 ）

農業委員会  6月予定表

18日
（木）

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

25日
（木）

各種申請締切日

    
 

 
 

 
 

 

第
一
章 

総
則
（定
義
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

第
二
条 

 

イ 

そ
の
法
人
に
農
地
若
し
く
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
所
有
権
若
し
く
は

使
用
収
益
権
（地
上
権
、
永
小
作
権
、
使
用
賃
借
に
よ
る
権
利
又
は
賃
貸

権
を
い
う
。
以
下
同
じ
）を
移
転
し
た
個
人 

（そ
の
法
人
の
構
成
員
と
な

る
前
に
こ
れ
ら
の
権
利
を
そ
の
法
人
に
移
転
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
移
転

後
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
一
定
期
間
内
に
構
成
員
と
な
り
、
引
き
続
き

構
成
員
と
な
っ
て
い
る
個
人
以
外
の
も
の
を
除
く
）又
は
そ
の
一
般
承
継
人

（農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
） 

ロ 

そ
の
法
人
に
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て
使
用
収
益
権
に
基
づ
く

使
用
及
び
収
益
を
さ
せ
て
い
る
個
人 

ハ 
そ
の
法
人
に
使
用
及
び
収
益
を
さ
せ
る
た
め
農
地
又
は
採
草
放
牧
地

に
つ
い
て
所
有
権
の
移
転
又
は
使
用
収
益
権
の
設
定
若
し
く
は
移
転
に
関

し
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
し
て
い
る
個
人
（当
該
申
請
に
対
す
る

許
可
が
あ
り
、
近
く
そ
の
許
可
に
係
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
つ
い
て

そ
の
法
人
に
所
有
権
を
移
転
し
、
又
は
使
用
収
益
権
を
設
定
し
、
若
し
く

は
移
転
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
個
人
を
含
む
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購読料  ： 月額600円 

         年間購読7.200円 
発  行 ： 毎週金曜日 
申込み  ： 農業委員会事務局 
連絡先 ： 44-3477 担当：住 

ゲタ・ナラシ対策の交付対象者は、認定農業者、集落営農、認定新規就農者となり、い
ずれも規模要件はありません。 

①
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

六
十
歳
未
満
の
国
民
年
金
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ

て
、
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
者
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を
持
た
な
い

農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

②
新
し
い
制
度
は
、
積
立
方
式
で
す
。 

財
政
方
式
を
積
立
方
式
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が
積
み
立
て
る

方
式
と
な
っ
て
お
り
、
加
入
者
・受
給
者
数
の
変
化

な
ど
の
影
響
を
受
け
に
く
い
長
期
に
安
定
し
た
制

度
に
な
り
ま
す
。 

 

③
積
立
金
は
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
ま

す
。 

積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料
は
農
業
者
年
金
基
金
が

安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
ま
す
。 

 

④
保
険
料
に
手
厚
い
国
庫
助
成
が
あ
り
ま
す
。 

認
定
農
業
者
等
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意
欲
あ

る
担
い
手
に
対
し
、
保
険
料
（月
二
万
円
）の
二
割
・

三
割
ま
た
は
五
割
の
国
庫
助
成
（政
策
支
援
）が
あ

り
ま
す
。 

 

⑤
保
険
料
を
事
由
に
選
択
で
き
ま
す
。 

国
庫
助
成
を
受
け
な
い
場
合
、
保
険
料
を
月
額
最

低
二
万
円
か
ら
最
高
六
万
七
千
円
ま
で
千
円
単
位

で
加
入
者
自
身
が
選
択
で
き
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
状
況
や
老
後
設
計
な
ど
に
応
じ

た
保
険
料
を
設
定
し
、
か
つ
、
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

⑥
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。 

保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
年
金
給
付
金
に
つ
い
て

も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。 

 

⑦
農
業
者
老
齢
年
金
と
特
例
付

加
年
金
が
あ
り
ま
す
。 

年
金
給
付
は
、
加
入
者
自
身
が
納
め

た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
基
礎
と

す
る
「農
業
者
老
齢
年
金
」、
保
険
料

の
国
庫
助
成
分
と
そ
の
運
用
益
を
基

礎
と
す
る
「特
例
付
加
年
金
」が
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
加
入
者
や
受
給
者
等
が
八
十

歳
ま
で
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
八
十

歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ
っ
た

「農
業
者
老
齢
年
金
」の
現
在
価
値
相

当
額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
が

受
給
で
き
ま
す
。
（「特
例
付
加
年
金
」

に
つ
い
て
は
、
死
亡
一
時
金
は
あ
り
ま

せ
ん
。
） 

「特
例
付
加
年
金
｝を
受
給
す
る
場
合

は
、
「農
業
者
老
齢
年
金
」も
併
せ
て
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

⑧
支
給
停
止
の
緩
和 

特
例
付
加
年
金
は
農
業
経
営
を
再
開

し
た
時
な
ど
に
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
が
、
旧
制
度
に
比
べ
て
そ
の
要
件
が

新しい制度になって、更に色々な特
典がいっぱいありそうだよ！！詳し
い内容を、JA（農業協同組合）か農
業委員会に聞きに行ってみようか。 

まずは聞いたら
良いさー♪ 

担い手農家の経営の安定に資するよう、諸外国との生産条件の格差か
ら生ずる不利を補正する交付金（ゲタ対策）と、農業者の拠出を前提とし
た農業経営のセーフティネット対策（ナラシ対策）を実施しています。 
また、食料自給率・自給力の向上を図るため、飼料用米、麦、大豆など
の戦略作物の本作化を進め、水田のフル活用を図る水田活用の直接支
払交付金を実施しています。 
米・麦・大豆等について、需要に応じた生産の促進と水田農業全体とし
ての所得の向上等により、農業経営の安定を図るための事業です。 
 
     

ゲタ対策の面積払（営農継続支払）は、当年産の作付面積に応じて支払われえます。 

ゲタ対策のそばについて、規格外品を交付対象外とするとともに、そばの取引実態を
踏まえた新たな農産物検査規格を導入し、それに応じた交付単価を設定します。 

ナラシ対策と、ゲタ対策や水田活用の直接支払交付金等で別々になっていた加入申

請書は、1つにまとめて提出して頂くことになります。 

募集期間 ： 平成27年6月30日まで 

応募方法等、詳細については 

大宜味村役場産業振興課に確認を願い致します。              

☎ 0980-44-3232   



２０１５年（平成２７年）6月１（月）

申請農地を総会前に担当が調査 
（5/12） 

新
た
な
食
料
・農
業
・農
村
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

農
林
水
産
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
同
基
本
計
画
の
概

要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
表
紙
に
は
「人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
の
取

組
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
」と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
農
業
の
生
産
現
場
に
つ
い
て
は
「高
齢
化
」

「担
い
手
不
足
」「遊
休
農
地
の
増
加
」と
い
う
課
題
が

挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
社
会
全
体
の
構
造
変

化
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
示

唆
で
あ
ろ
う
。 

 

と
り
わ
け
農
地
を
め
ぐ
る
課
題
は
、
人
口
減
少
と
無

縁
で
は
な
い
。
か
つ
て
本
誌
で
も
「相
続
未
登
記
農
地
」

の
ル
ポ
を
連
載
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
団
塊
世
代
が

60
代
半
ば
と
な
る
中
、
今
後
は
さ
ら
に
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
都
道
府
県
の
中
に
は
、
今
年
か
ら
相
続
未
登

記
農
地
の
実
態
調
査
を
始
め
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
農
地
台
帳
は
昨
年
4
月
の
改
正
農

地
法
の
施
行
に
よ
っ
て
法
定
化
さ
れ
た
。 

 

こ
の
1
年
間
、
農
業
委
員
会
は
法
定
化
に
と
も
な
う

新
た
な
項
目
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
新
た
な
項
目

の
中
に
は
、
利
用
状
況
調
査
や
同
改
正
法
で
新
た
に

設
け
ら
れ
た
利
用
意
向
調
査
の
結
果
な
ど
も
記
載
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
今
年
4
月
か
ら
は
農
地
台
帳
の
公
表
項
目
に

限
り
、
農
業
員
会
事
務
局
で
一
般
に
公
表
す
る
と
と

も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
公
表
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
、
こ
の
た
め
の
「全
国
農
地
ナ
ビ
」サ
イ
ト
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。 

 

農
地
台
帳
の
整
備
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
結
果
そ

の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
ま
た
そ
の
作
業
は
、
利
用
状
況
調
査
を
は
じ
め
と

し
て
大
き
な
労
力
を
要
す
る
も
の
だ
。
不
在
村
対
策

な
ど
は
、
所
有
者
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
取
り
込
む
こ
と
も
多
い
。

全
国
農
地
ナ
ビ
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
も
効
果
的

な
手
法
の
一
つ
だ
。 

 

農
地
台
帳
は
、
今
後
さ
ら
に
錯
綜
す
る
農
地
の
権
利

関
係
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

                  

（全
国
農
業
新
聞
掲
載 

 
 

 
 

           
 

     

Ｈ
２
７
年
5
月
１
5
日
（金
）） 

錯
綜
す
る
農
地
の
権
利
関
係
を
明
確
に 

農地台帳 

相続の為、農地の所在を確認及び土地の相談 
石垣島から来所   5/14 

今月ご紹介する農家さんは、押川地区・青年新規農業者の屋我 信幸さ
んです。 
栽培 ： シークヮーサー    面積 ： 約1，000坪 
 
実家の農業を継ぐため、沖縄市からご実家の押川に戻り、農業を始めて
２年になります。 
３箇所の畑でシークヮーサーの栽培をしています。 
以前は建築業の仕事をしていたので、農業のノウハウは従兄弟に教えて
もらったとの事です。 
体調のすぐれなっかたお父さんも、信幸さんが戻って来てからは、元気に
なったそうです！良かったですね♪ 
取材に伺った時のシークヮーサーの木には、可愛らしい実が沢山実ってい
ました！屋我さんも収穫時が一番うれしいと話してくれました。 
 

材料 （2人分） 
冷し沖縄そば        ４００ｇ 
美ら人参            １０ｇ 
ゴーヤー            ２０ｇ 
はんだま             ５ｇ 
玉ねぎ              １０ｇ 
トマト               ３０ｇ 

モズク               ３０ｇ 
シークヮーサー果汁    １００ｃｃ  

1.野菜はそれぞれ食べやすい大き
さに切る。（冷水につけ野菜をシャ
キッとさせる） 野菜はそれぞれ食
べやすい大きさに切る。（冷水につ
け野菜をシャキッとさせる）  
 
2.器にほぐした麺を敷き野菜、もず
くを盛り付けし、シークヮーサー果
汁をかけて召し上がり下さい。 
 
3.鶏ささみや、カニカマボコなどトッ
ピングするとより一層美味しく頂け
ます。 

夏の暑い日にピッタリなメニューを紹介

致します。県産野菜をふんだんに利用

しましょう！ 
サンサンクッキング さんのレシピをご紹介 

コツ・ポイント 

具材はすべて沖縄県産のものです。 

沖縄県産は、ミネラルが豊富な土

壌で育ち栄養価も高いのでお勧め 

です。 

盛り付けの 
アレンジです。 

農地の相談 
  4/28 

・執行部会    
（5/18） 
・農業委員総
会 （5/25） 

クガニーも楽し
みですね♪ 

新規就農、農地賃貸相談  
5/13 

農地システムの打合せ 5/22 

全国農業新聞か
らのご紹介です 


